
○
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
七
十
四
号

東
京
国
際
空
港
に
つ
い
て
指
定
し
た
円
錐
表
面
及
び
外
側
水
平
表
面
に
変
更
を
加
え
た
い
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二

十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
九
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

東
京
国
際
空
港

東
京
都
大
田
区

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
告
示
第
十
五
号
及
び
平
成
十

七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
十
五
号
を
参
照
。
）

イ

円
錐
表
面

水
平
表
面
の
外
縁
に
接
続
し
、
か
つ
、
空
港
の
標
点
を
含
む
鉛
直
面
と
の
交
線
が
水
平
面
に
対
し

外
側
上
方
へ
五
十
分
の
一
の
こ
う
配
を
有
す
る
円
錐
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
投
影
面
が
当
該
標
点
を
中
心
と
し
て
一

万
六
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
半
径
で
水
平
に
描
い
た
円
周
で
囲
ま
れ
る
も
の
の
う
ち
、
別
図
に
お
け
る
円
弧
イ
ロ
、

線
分
ロ
ハ
、
円
弧
ハ
ニ
、
円
弧
ニ
ホ
、
線
分
ホ
ヘ
、
線
分
ヘ
ト
、
円
弧
ト
チ
、
円
弧
チ
リ
、
線
分
リ
ヌ
、
円
弧
ヌ

ル
及
び
線
分
ル
イ
に
よ
り
囲
ま
れ
る
部
分

ロ

外
側
水
平
表
面

円
錐
表
面
の
上
縁
を
含
む
水
平
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
投
影
面
が
空
港
の
標
点
を
中
心
と
し
て



二
万
四
千
メ
ー
ト
ル
の
半
径
で
水
平
に
描
い
た
円
周
に
囲
ま
れ
る
も
の
（
投
影
面
が
水
平
表
面
又
は
円
錐
表
面
の

投
影
面
と
一
致
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
別
図
に
お
け
る
線
分
ヲ
ワ
、
線
分
ワ
カ
、
円
弧
カ
ヨ
、
線
分
ヨ

タ
及
び
円
弧
タ
ヲ
に
囲
ま
れ
る
部
分
並
び
に
円
弧
チ
レ
、
線
分
レ
ソ
、
円
弧
ソ
ツ
、
線
分
ツ
ネ
、
線
分
ネ
ナ
、
円

弧
ナ
ラ
、
線
分
ラ
ム
、
円
弧
ム
ウ
、
線
分
ウ
ヰ
、
線
分
ヰ
ノ
、
線
分
ノ
リ
及
び
円
弧
リ
チ
で
囲
ま
れ
る
部
分


